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合
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平

成

二

十

四

年
を
迎
え
、
昨
年

一
年
が
大
変
な

年
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
の
中
に
も 

神
様
の
お
働
き

が
現
れ
て
下
さ
れ
た
こ
と
を
改
め
て
感
慨
深
く

思
わ
さ
れ
ま
す
。 

 

大
災
害
を
受
け
た
人
々
、
地
域
に
何
か
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
い
う
「
か
わ
い
い
と
思
う
心
」

『
神
心
』
が
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

届
き
、
万
物
の
霊
長
た
る
人
類
に
神
様
が
分
霊

を
与
え
て
下
さ
れ
た
こ
と
を
確
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
行
政
や
地
域
の
締
め
付
け
も
あ
り
、

援
助
を
受
け
ら
れ
な
い
人
々
や
、
仮
設
住
宅
を

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
も
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
人
々
に
、
何
か
手
を
差
し
伸
べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
情
報
収
集
、

実
践
、
祈
り
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
は
神
奈
川
県
布
教
一
二
〇
年
の

お
年
柄
で
あ
り
ま
す
。
九
月
八
日
に
は
記
念
集

会
、
そ
し
て
十
月
六
日
か
ら
七
日
に
団
体
参
拝

と
大
き
な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
三

月
か
ら
六
月
に
実
施
の
記
念
教
話
な
ど
各
行
事

へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
更
に
、
「
神
奈
川
山
梨
布
教
祈
願
詞
」

の
奉
唱
に
各
教
会
で
願
い
を
立
て
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

教
団
で
は
、
「
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運
動
」

の
継
承
と
新
た
な
展
開
と
し
て
、
一
月
一
日
に

「
神
人
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運
動
」
が
新
た

に
発
足
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
願
い
に
あ
る
「
御

取
次
を
願
い 

頂
き
…
神
心
と
な
っ
て
人
を
祈

り 

助
け 

導
き
」
を
全
信
奉
者
一
丸
と
な
っ
て

実
践
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
神
様
か
ら
与
え
ら

れ
た
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
当
連
合
会
の
活
動
方
針
②
に
掲
げ
た
「
教

師
信
徒
一
体
と
な
っ
て
の
布
教
活
動
及
び
社
会

活
動
の
推
進
」
の
内
容
と
も
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

平
成
24
年
度 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

総
会
報
告 

  

去
る
一
月

二
八
日
（
土
）

午
後
一
時
三

〇
分
よ
り
、

神
奈
川
教
会

を
会
場
と
し

て
「
平
成
二

四
年
度 

神

奈
川
山
梨
教

会
連
合
会
総

会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

出
欠
状
況

は
、
出
席
十
九
教
会
、
委
任
一
教
会
、
欠
席
一
教

会
で
、
人
数
別
の
内
訳
は
、
教
師
出
席
十
三
名
、

委
任
五
名
、
欠
席
一
名
、
信
徒
出
席
十
名
、
委
任

十
名
、
欠
席
一
名
で
し
た
。 

 

開
会
行
事
に
続
い
て
、
議
長
に
山
田
信
二
先
生

（
横
浜
西
教
会
）
が
選
任
さ
れ
、
①
平
成
二
三
年

度
事
業
報
告
案
、
②
平
成
二
三
年
度
決
算
案
、
③

平
成
二
四
年
度
事
業
計
画
案
、
④
平
成
二
四
年
度

予
算
案
、
そ
し
て
今
年
度
迎
え
る
神
奈
川
山
梨
布

教
一
二
〇
年
記
念
事
業
（
９
／
８
実
施
の
記
念
集

会
な
ど
）
に
つ
い
て
の
審
議
が
な
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

(１) 
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以
下
に
、
事
業
報
告
（
抜
粋
）
と
事
業
計
画
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
も
連
合
会
活
動
へ
の

御
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
23
年
度 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
事
業
報
告
（抜
粋
） 

 

▼
教
師
信
徒
研
修
会 

 

神
奈
川
県
布
教
当
初
の
状
況
に
つ
い
て
研
修
。 

 
 

日
時
：
９
月
３
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時 

 
 

会
場
：
鶴
見
教
会 

 

講
師
：
村
田
喜
実
雄
師
（
子
安
教
会
） 

南
清
孝
師
（
登
戸
教
会
） 

村
田
光
治
師
（
子
安
教
会
） 

参
加
者
：
43
名
（
12
教
会
） 

▼
み
ん
な
の
つ
ど
い 

日
時
：
７
月
31
日
（
日
）
10
時
～
15
時 

会
場
：
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
・
神
奈
川
教
会 

内
容
：
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
、
防
災
食
ク
ッ
キ 

ン
グ
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
会 

報
告
者
：
須
賀
院
崇
徳
師
（
武
蔵
小
杉
教
会
） 

堀
端
肇
氏
（
藤
沢
教
会
） 

松
本
信
吉
師
（
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
） 

参
加
者
：
55
名
（
大
人
41
、
小
人
14
、
16
教
会
） 

▼
女
性
の
つ
ど
い 

日
時
：
７
月
３
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16
時 

会
場
：
丸
子
教
会 

講
師
：
井
上
弥
生
氏
（
丸
子
教
会
信
徒
） 

「
お
か
げ
の
筒
の
中
で
生
か
さ
れ
て
」 

内
容
：
講
話
と
典
楽
鑑
賞 

参
加
者
：
53
名
（
12
教
会
） 

▼
講
話
と
夕
食
の
会 

 

日
時
：
12
月
３
日
（
土
）
神
奈
川
教
会 

 

講
師
：
安
達
幸
則
師
（
相
模
原
教
会
） 

 

「
今
さ
ら
訊
け
な
い
信
心
あ
れ
こ
れ
」 

参
加
者
：
24
名
（
12
教
会 

夕
食
ま
で
は
10
名
） 

 
 平

成
24
年
度 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
事
業
計
画
（抜
粋
） 

               

１
．
総
会 

日
時
：
１
月
28
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

会
場
：
神
奈
川
教
会 

議
事
：
平
成
23
年
度
事
業
計
画
・
決
算
審
議
、

平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
予
算
審
議
他 

☆
講
話
と
夕
食
の
会 

12
月
３
日
（
土
）
、
神
奈
川
教
会
に
て
、「
講
話

と
夕
食
の
会
」
が
開
か
れ
、「
今
さ
ら
訊
け
な
い
信

心
あ
れ
こ
れ
」
を
テ
ー
マ
に
、
相
模
原
教
会
長
安

達
幸
則
先
生
の
お
話
を
伺
い
、
そ
の
後
、
夕
食
の

会
を
し
て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。 

 

そ
の
日
は
、
朝
か
ら
雨
で
し
た
が
、
出
掛
け
る

頃
に
は
傘
い
ら
ず
の
お
か
げ
を
い
た
だ
き
、
講
話

に
は
12
教
会
24
名
、
夕
食
の
会
に
は
10
名
の
参
加

で
、
有
意
義
な
研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

私
達
は
、
深
い
意
味
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
信

心
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
先
生
の
方
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
違
い
の
あ
る
こ
と
を
ど
う
話
せ
ば
よ
い
か
迷

わ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、

ご
自
身
の
な

さ
れ
て
い
る

基
本
の
基
本

で
あ
る
参
拝

の
仕
方
か
ら
、

拝
詞
集
の
解

釈
ま
で
に
触

れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

 

祈
念
の
仕

方
で
は
、
一

般
的
に
は
２

拍
手
の
と
こ 

◆基本方針  

世界人類の助かりのために、  

金光大神の信心を求め現す  

 

◆活動方針  

1．神奈川県布教 120 年を迎え、  

記念事業の推進  

2．教師信徒一体となっての  

布教活動及び、社会活動の推進  

3．人の助かる人材の育成  

 

 

(２) 
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２
．
運
営
委
員
会 

年
５
回
の
開
催
を
予
定
（
２
・
４
・
６
・
８
・

12
月
） 

３
．
神
奈
川
山
梨
布
教
120
年
事
業 

実
行
委
員
会
の
開
催 

記
念
事
業
を
推
進
及
び
実
施
す
る
た
め
、
実

行
委
員
会
を
組
織
す
る
。 

４
．
「
神
奈
川
山
梨
布
教
120
年
記
念
集
会
」 の

開
催 

 

日
時
：
９
月
８
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時 

会
場
：
鎌
倉
芸
術
館 

小
ホ
ー
ル 

内
容
：
講
演
（
講
師
：
林
雅
信
師 

那
覇
教

会
長
）
、
吉
備
舞
、
教
会
紹
介
な
ど 

５
．
「
神
奈
川
山
梨
布
教
120
年 

記
念
団
体
参
拝
」
の
実
施 

日
時
：
10
月
６
日
（
土
）
～
７
日
（
日
） 

首
都
圏
参
拝
団
に
加
わ
り
本
部
に
集
い
、
７

日
の
午
前
中
に
「
記
念
集
会
」
を
開
催 

６
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

活
用
と
展
開 

U
R

L

＝h
ttp

://w
w

w
.k

y
o
k

a
ir

e
n

g
o
k

a
i.jp

 

７
．
連
合
会
だ
よ
り 

『
か
り
ん
』
の
発
行 

年
４
回
（
２
・
４
・

７
・
10
月
） 

各
４
ペ
ー
ジ
、
820
部 

８
．
社
会
活
動 

災
害
救
援
活
動
へ
の
対
応
と
、
各
種
収
集
活

動
の
実
践 

９
．
み
ん
な
の
つ
ど
い 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
世
代
を
超

え
た
交
流
を
図
る 

日
時
：
７
月
16
日
（
祝
）
10
時
～ 

会
場
：
「
み
の
り
」
活
動
場
所 

（
あ
き
る
野
市 

武
蔵
引
田
駅

10
分
） 

内
容
：
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り
・
農
作
業
体
験

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

10
．
女
性
の
つ
ど
い 

 

教
会
の
枠
を
超
え
た
親
睦
と
交
流
を
図
る 

日
時
：
７
月
５
日
（
木
）
13
時
～ 

会
場
：
武
蔵
小
杉
教
会 

内
容
：
未
定 

11
．
教
師
会 

教
会
布
教
の
充
実
活
性
に
向
け
て
研
鑽
を
進

め
る 

① 

教
師
会
の
開
催
（
４
回
開
催 

２
／
16

丸
子
・
６
・
８
・
12
月
を
予
定
） 

② 

「
神
奈
川
山
梨
布
教

120
年
記
念
教
話
」

の
実
施
（
３
月
～
６
月
） 

③ 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
の
開
催
（
２
回
開
催
を
予

定
） 

12
．
信
徒
部 

①
講
話
と
夕
食
の
会
：
12
／
14
（
金
） 

15

時

30

分

～ 

会
場
：
鶴
見
教
会 

講
師
：
櫻
井
智
行
師 

②
地
域
交
流
会
：
野
毛
教
会
ピ
ク
ニ
ッ
ク 

③
山
梨
県
地
区
の
活
動
：
講
演
会
の
開
催 

④
役
員
会
の
開
催
（
３
回
開
催
を
予
定
） 

13
．
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動 

フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
へ
の
協
力
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
議
へ
の
出
席
（
会
長
・
担
当
副
会
長
） 

ろ
を
、
金
光
教
で
は
四
方
八
方
、
東
西
南
北
の
４
、

そ
し
て
始
終
（
し
じ
ゅ
う
）
幸
せ
の
４
拍
手
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
ご
神
飯
は
、
神
様
に
は
日
天
子
、

月
天
子
、
金
乃
神
と
し
て
３
つ
、
霊
様
に
は
先
祖

代
々
、
歴
代
教
会
長
と
し
て
２
つ
供
え
て
い
る
。

安
達
先
生
は
毎
日
４
時
に
起
床
し
て
、
ご
神
水
を

天
地
の
尊
い
お
恵
み
と
し
て
、
呼
吸
器
、
消
化
器

な
ど
悪
い
と
こ
ろ
を
撫
で
な
が
ら
い
た
だ
い
て
い

る
と
の
こ
と
。
玉
串
に
つ
い
て
は
、
榊
は
お
供
え

の
真
心
を
乗
せ
る
お
盆
で
、
紙
垂
（
し
で
）
は
真

心
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
心
を
込
め
て
奉
げ

る
よ
う
に
し
た
い
と
。
そ
し
て
、
先
生
が
神
様
に

確
か
に
願
い
を
取
り
次
い
だ
と
い
う
印
と
し
て
お

下
げ
に
な
る
ご
神
米
は
ご
洗
米
と
も
呼
ば
れ
、
大

寒
の
日
の
夜
中
に
手
を
付
け
ず
に
数
回
水
で
清
め
、

ザ
ル
に
あ
げ
陰
干
し
、
お
神
酒
を
注
い
で
ま
た
乾

燥
し
、
祈
り
を
込
め
て
作
ら
れ
る
。
そ
し
て
信
者

さ
ん
に
は
、「
生
神
金
光
大
神
様
」
と
祈
り
を
込
め

て
お
下
げ
さ
れ
る
。
ご
神
米
に
は
こ
れ
ほ
ど
の
祈

り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
ど
の
よ

う
に
い
た
だ
く
か
は
自
ず
と
違
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
だ
ま
だ
伺
い
た
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
た
ぼ
つ
ぼ
つ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

夕
食
の
会
の
中
で
も
貴
重
な
お
話
を
た
く
さ
ん

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
夕
食
の

会
に
も
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、

交
流
で
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
報
告 

吉
岡
裕
子
） 

 

(３) 
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☆
「
ひ
い
ら
ぎ
の
会
」
開
催
さ
れ
る 

昨
年
十
二
月
二
十
日
（
火
）
「
ひ
い
ら
ぎ
の
会
」

(

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
教
師
会
・
教
会
家
庭
婦

人
の
会 
参
加
者
６
名)

が
、
横
浜
そ
ご
う
十
階
に

あ
り
ま
す
「
オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン
横
浜
フ
ッ
フ

ェ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
サ
フ
ァ
イ
ア
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
へ
の

思
い
を
語
っ
た
り
、
昨
年
度
の
反
省
を
ま
じ
え
な

が
ら
、
平
成
二
十
四
年
度
の
方
向
を
懇
談
致
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
一
つ
に
は
、
祭
式
の
勉
強
を
し

て
行
き
た
い
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
に
は
、
お
互
い

の
信
心
の
興
隆
を
進
め
る
。
と
い
う
こ
と
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
世
話
役
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
横
山
明
子(

丸
子)

、
奥
川
美
登
子(

平
塚)

が
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 （

報
告 

横
山
明
子
） 

            

☆
『
神
奈
川
山
梨
布
教

120
年
記
念
行
事
』 

の
お
知
ら
せ 

                   

        

                              

 

「
ル
ー
シ
ー
と
共
に
生
き
て
」 

 
 

 
 

 
 

 

丸
子
教
会 

藤
澤
昌
子 

信
心
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
ぁ
。 

長
年
に
亘
り
家
族
同
様
に
暮
ら
し
て
い
た

ル
ー
シ
ー
（
犬
）
が
食
欲
も
な
く
、
元
気
が
な

く
な
り
、
ド
ク
タ
ー
か
ら
「
脾
臓
が
倍
に
な
り

破
裂
寸
前
で
す
。
緊
急
手
術
で
す
」
。
術
後
も
、

「
あ
と
数
ケ
月
の
命
で
す
」
・
・
・
。 

喜
び
も
、
悲
し
み
も
、
辛
い
時
も
、
家
族
同

様
に
話
か
け
て
、
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
。「
な

ぜ
」
「
ご
め
ん
ね
」
「
あ
り
が
と
う
」
、
こ
う

し
た
言
葉
し
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

御
取
次
を
通
し
て
「
死
ぬ
る
用
意
を
す
る

な
、
生
き
る
用
意
を
せ
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
、

心
に
落
ち
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
人
間
も
動

物
も
い
つ
か
は
こ
う
し
た
時
が
き
ま
す
が
、
私

自
身
、
信
心
を
通
し
て
、
神
様
を
通
し
て
、
今

日
ま
で
の
お
礼
が
言
え
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
に

お
詫
び
が
で
き
る
程
に
成
長
し
た
の
だ
な
ぁ
、

と
改
め
て
神
様
に
手
を
合
わ
せ
る
日
々
で
あ

り
ま
す
。 

金
光
教
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

発 

行 

者 

福 
 

田 
 

光 
 

一 

横
浜
市
神
奈
川
区
青
木
町
六
―
二
十
五 

〒
221－

0057 

金
光
教
神
奈
川
教
会
内 

 

〈な・が・れ〉 

〝
み
ん
な
の
つ
ど
い
〟
の
お
知
ら
せ 

今
年
は
、
金
光
教
信
奉
者
有
志
で
農
作
業
体
験

活
動
を
し
て
い
る
「
み
の
り
」
の
畑
で
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
狩
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
種
ま
き
か

ら
参
加
し
て
、
自
分
で
ま
い
た
種
か
ら
育
っ
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
味
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

日
時 

７
月
16
日
（
祝
）
10
時
か
ら 

※
種
ま
き
の
日
程
は
未
定
で
す
。
詳
細
は
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
神
奈
川
山
梨
布
教

120

年
記
念
集
会 

日
時 

９
月
８
日
（
土
）
13:

30
～
16:

00 

会
場 

鎌
倉
芸
術
館 

小
ホ
ー
ル 

内
容 

講
演 

林
雅
信
先
生
（
那
覇
教
会
長
） 

 
 

 

吉
備
舞
（
楽
器
、
楽
曲
の
紹
介
） 

・
映
像
に
よ
る
教
会
紹
介 

 

○
神
奈
川
山
梨
布
教

120
年
記
念
団
体
参
拝 

日
時 

10
月
６
日
（
土
）
～
10
月
７
日
（
日
） 

首
都
圏
参
拝
団
へ
同
乗
し
て
参
拝
い
た
し
ま

す
。
霊
地
で
は
、
７
日
午
前
に
修
徳
殿
に
お
い

て
集
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

皆
様
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

※
両
行
事
と
も
、
詳
細
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

(４) 


